
令和 8 年 4 月 10 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

・障害者雇用制度の説明

・合理的配慮の具体事例紹介

・面接ロールプレイ（良い例・改善例の比較）

・質疑応答

＜目的＞

・一般就労への具体的な理解を深める

・職業準備性の向上

・合理的配慮の適切な伝え方の習得

・面接対応力の向上

＜成果＞

連携先の企業や事業所等の意見または評価

利用者からの意見（原文より抜粋）※できる限り利用者の記載内容を尊重し、個人が特定されない範囲で掲載しています。

・自己理解と職業準備性について学ぶ中で、新たな気づきがありました。

・これまで同じだと思っていた障害者枠と一般枠の違いを知り、理解が深まりました。

・面接事例では良い点と改善点の両方を学ぶことができましたが、自分から積極的に発言することは今後の課題だと感じています。

・精神障害のある方の就労継続率が想像より高いことを知り安心しました。一方で、退職理由に人間関係が多いことから、職場での関わりの

重要性を実感しました。

・東京と千葉県の求人比較も大変参考になりました。

・参加者の意欲の高さや、講師の先生の分かりやすい説明が印象に残っています。

本セミナーは、利用者が自らの特性や働き方を見つめ直す良い機会になっていると感じました。就労継続の現状や職場にお

ける人間関係の重要性など、働き続けるために必要な視点が丁寧に伝えられていました。

生産活動を中心に取り組む中で、こうした学びの機会が加わることは、利用者の職業意識の向上や安定就労の基盤づくりに

つながると考えています。今後も継続的な取り組みに期待しています。

連携先企業（担当者） ハローワーク隅田　精神・発達障害者雇用サポーター

利用者からの意見・評価

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 リンクアップ大久保 事業所番号 1210200851

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

リンクアップ大久保では、一般就労を目指す利用者の知識・能力向上を目的として、外部機関主催

の研修へ参加しました。

本研修は、NPO法人ちばAネット主催

「A型利用者の一般就労に向けて ～障害者雇用について知ろう～」です。

講師にはハローワーク隅田精神・発達障害者雇用サポーターをお招きし、障害者雇用の現状、

企業が求める人材像、合理的配慮の具体例、面接時のポイントなどについて学びました

・自己理解が深まり、自身の強みや課題に気づくことができた

・障害者枠と一般枠の違いを理解し、就職活動への視野が広がった

・面接事例を通して、実践的な職業準備の視点を学ぶことができた

・就労継続の現状データを知ることで、将来への不安が軽減された

・人間関係の重要性など、長く働くために必要な視点を再確認できた

・地域ごとの求人傾向の違いを知り、職業選択の幅が広がった

住　所 千葉県習志野市大久保3-15-16 管理者名 大浦　明

電話番号 047-456-8307 対象年度 令和7年度

様式２


